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発明に独占的な権利を与えることで、
技術を向上・発展させ、産業の発達を推進する。

日本国特許法第１条

「発明の保護及び利用を図ることにより、発明を奨励し、
もつて産業の発達に寄与産業の発達に寄与することを目的とする」

発明を公開公開する（新技術を共通知として、産業利用を促進する）

発明に発明に「特許権」「特許権」という独占的な権利を与える

その代償として．．．

特許とは
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新規性新規性
出願前出願前に世間に知られていないこと。特許出願日前まで
に商品広告などを展開してしまったら、まずダメ。

進歩性進歩性
過去の技術に比べて、大きな進歩大きな進歩が見られること。 また、
専門的で素人には難しくても、同業者なら容易に考えつく
ようなレベルのものではダメ。

発明発明
数学公式や業務上の取り決め、現実には実現不可能なアイ
デアなどは、発明に該当しない。

特許権は、新規性新規性・進歩性進歩性を有する発明発明に与えられる。

どの要件が欠けても、特
許権の権利は取得でき
ません。

特許の条件とは？
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出願から２０年間出願から２０年間で終了となる。また、審査の結果、特許権が認
められて登録された日から登録された日から権利が発生する。

出願から審査請求及び権利消滅までになされる手続きを
経過情報経過情報と呼ぶ。

出
願
日

登
録
日審査審査

出願から２０年間出願から２０年間

公
開

原則原則1.51.5年年
特許権の権利期間

もちろん、特許料特許料をき
ちんと納付し続けない
と、権利が期間途中で
消失します。

審
査
請
求

33年以内年以内

「特許権」の権利期間と経過情報
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「権利」「権利」としての特許

クロスライセンスクロスライセンスおよびおよびライセンス事業ライセンス事業

特許権侵害特許権侵害に伴う各種請求および訴訟に伴う各種請求および訴訟

「情報」「情報」としての特許

企業戦略策定企業戦略策定のための情報源

もちろん、基本は自身の事業の保全自身の事業の保全。更に．．．

特許の活用法
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以下の主要３要素から構成されていると整理できる。

発明の目的目的 発明はどのような技術的課題を解決どのような技術的課題を解決するためのものか

発明の構成構成 どのような構成を採用どのような構成を採用することで技術的課題を解決するのか

発明の効果効果 発明を採用すると、どのような改善効果が期待どのような改善効果が期待できるのか

特許化の要否にかかわらず、自身の
発明についてこれら観点で整理把握
することは、研究開発担当者にとって
非常に重要かつ有効です。

【出典】 エンジニアのための知的財産権概説
大嶋 洋一 著 （ＣＱ出版社）

「発明」の構成要素
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【要約】

【特許請求の範囲】

【発明の名称】

【発明の詳細な説明】
【産業上の利用分野】
【従来の技術】
【発明が解決しようとする課題】
【課題を解決するための手段】
【実施例】
【発明の効果】

【図面の簡単な説明】

特許を出願する際の文書構成

要約書

明細書

図面

発明の目的目的

発明の構成構成

発明の効果効果

図面図面

先行技術調査先行技術調査

発明の主要３要素

エッセンス化

発明の主要3要素と特許の文書(公報)構成の重要な関係
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特許公報の最初のページにまとめられている情報のこと。出願番号や公開番号などそ
の特許を特定する番号に関する情報、出願日や登録日など日付に関する情報、出願人、
発明者、代理人などその特許にかかわっている人や法人に関する情報、特許の技術分
類に関する情報などがある。特許の検索や統計分析に使用することができる。

書誌情報
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いずれも、特許の技術属性などを示す分類記号。

特許を出願すると、特許庁が調査の上、書誌情報上に付与してくれる。この分類記
号を理解すると、書誌情報からの特許情報分析が効率化特許情報分析が効率化できる。また、特許文書を
精読しなくとも、技術内容の類推ができるようになる。

IPC
国際間での特許文献の円滑利用を図ることを目的に制定された、
世界各国で統一的に使用世界各国で統一的に使用されている特許分類。

FI IPCIPCを基にを基に、特に日本国内で研究が進んでいる技術内容につい
て、さらに分類を詳細化・系統化した日本独自日本独自の分類。

Fターム
IPCIPCとは独立してとは独立して、主に先行技術調査を効率的に行うため、機械
検索用記号として開発された日本独自日本独自の分類。 上

位5桁の英数字部を「テーマコードテーマコード」とよぶ。

IPC、FI、Fターム、テーマコード

(International Patent Classification)

(File Index)

(File Forming Term)

(Theme Code)
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書誌情報、特にＩＰＣ、ＦＩ、Ｆタームを使用して先行特許の調査・分析をすることによって、書誌情報、特にＩＰＣ、ＦＩ、Ｆタームを使用して先行特許の調査・分析をすることによって、
技術分野全体技術分野全体など広い範囲に関連する大量の特許について、など広い範囲に関連する大量の特許について、全体的な動向全体的な動向を把握でを把握で
きる。きる。

特許の内容を読まなくても、分類記号を使用すれば特許の内容を読まなくても、分類記号を使用すれば
概略の技術分類はできる。概略の技術分類はできる。

技術分野全体の動向分析を行う技術分野全体の動向分析を行う

書誌情報による調査・分析
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書誌情報の枠組みを外して、特許の文章に使用されている書誌情報の枠組みを外して、特許の文章に使用されているキーワードの出現パターンキーワードの出現パターンをを
比較することにより、比較することにより、類似特許類似特許を自動的に抽出する。を自動的に抽出する。

特許の内容を読まなくても、キーワードの類似性を機械的に特許の内容を読まなくても、キーワードの類似性を機械的に
判断することによって、類似特許が抽出できる判断することによって、類似特許が抽出できる

類似特許群の抽出結果から、要注意特許の分析を行う類似特許群の抽出結果から、要注意特許の分析を行う

類似特許の調査・分析
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株式会社パテント・リザルト

営業部

Contact Information

TEL 

FAX

: 03-5835-5644（代）

: 03-5835-5699

本資料に関する一切の権利は、株式会社パテント・リザルトに帰属しており、

いかなる目的においても無断で引用または複製その他の利用をすることを禁じます。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


